
富
士
正
晴
は
「
お
い
し
い
小
説
」（
一
九
七
六
年
五
月
一
日
刊
『
文
藝
』

十
五
巻
五
号
）
で
、

〔
本
作
を
〕
何
年
か
ご
と
に
読
み
か
え
し
て
、
そ
の
度
に
感
服
し

た
。
芥
川
龍
之
介
な
ど
及
び
も
よ
ら
ぬ
位
う
ま
い
な
、
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
大
正
以
降
、

高
に
う
ま
い
小
説
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

が
し
た
。
余
り
に
う
ま
い
か
ら
雑
な
小
説
読
み
に
は
そ
の
う
ま
さ
を

味
わ
い
切
れ
ぬ
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ら
し
か
っ
た
が
、
わ
た
し
は

一
々
精
神
の
舌
な
め
ず
り
を
し
つ
つ
読
ん
で
、
そ
の
中
に
出
て
来
る

南
画
家
や
、
そ
れ
の
死
に
水
を
と
っ
た
と
思
う
石
屋
の
娘
の
不
良
少

女
と
、
小
学
生
時
代
の
著
者
ら
し
い
少
年
を
版
画
に
彫
っ
た
位
で
あ

る
。
実
に
シ
ニ
ッ
ク
で
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
の
如
き
大
学
教マ

マ授
の
よ
う

な
人
物
は
む
つ
か
し
く
て
彫
ら
ず
す
ま
し
た
。
今マ

マだ
に
、
こ
う
し
た

人
物
が
、
特
に
不
良
少
女
の
お
蕙
ち
ゃ
ん
が
な
つ
か
し
い
。

と
書
い
た
。

加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
が
面
白
い
。
将
来
大
方
か
ら
も
名
作
と

認
め
ら
れ
、
文
学
史
の
中
に
一
つ
の
地
位
を
確
保
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

ま
ず
小
説
読
み
に
巧
み
な
先
学
の
言
を
紹
介
す
る
。

杉
本
秀
太
郎
は
「
因
幡
薬
師
の
雪
」（
一
九
六
六
年
一
月
刊
『
き
ょ
う

と
』
四
十
二
号
）
で
、
富
士
正
晴
の
本
作
評
「
近
ご
ろ
の
小
説
家
に
、
こ

れ
く
ら
い
小
股
の
切
れ
上
っ
た
、
芸
筋
の
え
え
も
ん
書
く
奴
あ
ら
へ
ん
で

え
」
を
伝
え
た
の
ち
、

「
無
名
の
南
画
家
」
に
は
、
本
職
の
小
説
家
た
ち
の
ペ
ン
先
に
よ
っ

て
、
幸
か
不
幸
か
ま
だ
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
京
都
の
魂
が

―
こ
ん
な
空
漢マ

マ

た
る
言
い
方
を
し
て
済
み
ま
せ
ん
が

―
ち
ょ
う

ど
熟
し
切
っ
た
ざ
く
ろ
の
よ
う
に
は
じ
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
は

じ
け
ざ
ま
が
、
何
と
も
み
ご
と
で
、
粋
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
ま
す
。

と
評
価
し
た
。 加

藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む

堀
　
　

部
　
　

功
　
　

夫



佛
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別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

一
四
二

ま
た
富
士
正
晴
は
「
恍
惚
」（
加
藤
一
雄
『
京
都
画
壇
周
辺
』〔
用
美
社
、

一
九
八
四
年
十
月
二
十
一
日
〕）
で
、
前
引
と
同
じ
く
、
切
抜
き
・
版
画

を
作
っ
た
こ
と
を
述
べ
、「
薫マ

マ

子
の
魅
力
に
は
お
ど
ろ
い
た
が
、
こ
う
い

う
冴
え
ざ
え
と
し
た
不
良
娘
の
魅
力
を
こ
う
す
っ
き
り
書
け
る
人
間
は
お

ら
ん
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
し
た
。」
と
述
べ
、

「
無
名
の
南
画
家
」
の
私
製
本
を
わ
た
し
は
い
つ
も
手
許
に
お
い
て

い
た
が
、
読
む
た
び
に
わ
た
し
の
頭
の
中
は
す
っ
き
り
し
た
。
そ
れ

は
加
藤
さ
ん
が
何
と
も
知
的
で
皮
肉
屋
で
自
他
を
か
ら
か
う
力
の
あ

る
す
っ
き
り
し
た
精
神
の
活
動
し
て
い
る
人
間
で
あ
る
か
ら
に
ち
が

い
な
い
。

と
記
し
た
。

今
は
未
だ
〝
知
る
人
ぞ
知
る
〟
の
状
況
に
止
ま
る
。
原
章
二
『
加
藤
一

雄
の
墓
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七
年
八
月
三
十
日
）
の
魅
力
的
な
案
内

以
外
、
ま
と
ま
っ
た
作
品
研
究
が
存
在
し
な
い
。

一

管
見
に
入
っ
た
「
無
名
の
南
画
家
」
の
本
文
は
、
次
の
通
り
。

A
　

初
出
は
、『
南
画
鑑
賞
』
に
連
載
さ
れ
た
。
小
室
翠
雲
会
の
雑
誌
で

あ
る
。
後
述
三
彩
社
版
著
者
「
後
記
」
は
韜
晦
的
文
章
な
が
ら
、
そ
れ
に

拠
れ
ば
、「
主
人
公
に
南
画
家
を
持
っ
て
き
た
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、

掲
載
誌
に
対
す
る
お
愛
想
か
ら
で
あ
る
。〔
略
〕
当
時
私
は
南
画
な
い
し

南
画
家
に
対
し
何
ん
ら
特
別
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た

が
、
こ
の
拙
稿
を
機
縁
に
し
て
『
南
画
鑑
賞
』
の
寄
贈
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
以
来
、
そ
れ
を
拾
い
読
み
し
て
い
る
内
に
、
い
つ
し
か
南
画
に
つ

い
て
興
味
と
関
心
を
抱
く
に
至
っ
た
」
と
い
う
。

初
部
〔
仮
に
（
一
）
と
す
る
〕
が
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
六

月
一
日
刊
同
誌
十
巻
六
号
二
五
～
三
〇
頁
に
載
っ
た
。
編
集
後
記
「
会
報

片
々
」
は

京
都
の
加
藤
氏
か
ら
特
に
味
は
ひ
の
深
い
連
載
力
篇
を
寄
せ
ら
れ
誌

調
に
格
別
の
雅
趣
を
添
へ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
何
よ
り
の
欣
び

で
あ
り
ま
す
。
但
し
謹
厳
寡
筆
の
助
教
授
に
こ
の
起
稿
を
強
ひ
な
が

ら
充
分
推
敲
の
余
裕
を
仮
さ
な
か
つ
た
の
は
一
に
編
輯
者
の
責
任
と

し
て
お
詫
び
い
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
記
す
。

「
（
二
）」
が
、
同
年
七
月
一
日
刊
同
誌
十
巻
七
号
二
五
～
三
一
頁
に

載
っ
た
。「
編
輯
記
」
は

加
藤
氏
の
世
の
古
風
な
無
名
の
南
画
家
に
献
げ
ら
れ
た
寓
話
風
随
録

想
は
今
や
一
段
風
雅
な
余
情
を
添
へ
ら
れ
た
趣
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
い
は
ゞ
忍
び
や
か
な
頌
徳
賦
と
な
り
、
い
は
ゞ
哀
傷
い
み
じ
き
鎮

魂
歌
と
な
つ
て
、
か
ひ
な
き
人
の
世
を
わ
ぶ
と
観
ず
る
南
画
道
の
心

魂
を
弔
ふ
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
。
し
か
も
こ
の
ペ
イ
ソ



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
四
三

ス
掬
す
べ
き
一
篇
の
如
き
は
美
学
者

助
教
授
御
風
韻
の
余
滴
に
ほ

か
な
ら
ず
編
輯
者
の
ひ
そ
か
に
矜
り
と
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

と
書
く
。

「
（
三
）」
が
、
同
年
八
月
一
日
刊
同
誌
十
巻
八
号
三
二
～
三
九
頁
に

載
っ
た
。「
編
輯
記
」
は

後
に
加
藤
氏
の
フ
モ
レ
ス
ク
風
寓
話
形
式
に
よ
る
芸
術
家
論
は
、

い
よ
〳
〵
出
で
て
い
よ
〳
〵
圧
巻
的
な
生
彩
を
加
へ
ら
れ
た
感
が
あ

り
ま
す
。
蓋
し
一
篇
の
一
眼
目
た
る
べ
き
画
家
胸
中
世
界
の
消
息
は

一
応
こ
ゝ
に
端
的
に
解
き
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
間
に
も
件

の
繊
婉
哀
切
た
る
挿
話
の
、
た
と
へ
ば
鐘
楽
の
畳
奏
節
に
も
似
た
捨

て
が
た
き
趣
あ
る
の
は
別
と
し
て
も

―
主
人
公
一
流
の
一
風
独
特

な
組
合
せ
に
よ
る
気
韻
無
礙
な
る
画
境
と
、
そ
の
粋
な
風
格
の
少
く

も
一
面
の
規
範
を
な
す
正
統
古
典
派
風
画
論
に
基
い
て
の
一
提
言
と

は
、
お
そ
ら
く
い
さ
ゝ
か
風
来
の
風
は
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
読
者
の
心
し
て
味
は
は
れ
る
べ
き
点
で
な
く
て
は
な
り
ま

す
ま
い
。
尤
も
こ
の
や
う
な
柔
雋
の
裏
に
も
実
は
な
か
〳
〵
以
て
曰

く
が
あ
り
さ
う
で
も
あ
り
ま
す
が
、
た
と
へ
ば
そ
の
一
見
ナ
イ
ー
ヴ

な
市
井
愛
の
底
の
底
に
は
、
所
謂
純
乎
た
る
浪
曼
的
精
神
と
し
て
の

如
何
と
も
し
が
た
き
、
い
は
ば
「
イ
ロ
ニ
イ
の
イ
ロ
ニ
イ
」
な
る
心

情
矛
盾
の
意
味
を
観
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
の
亦

識
者
の
特
に
関
心
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
せ
う
。

と
記
す
。
署
名
「
S
」、
鈴
木
正
明
ら
し
い
（
三
彩
社
版
「
後
記
」）。

「
（
四
）」
が
、
同
年
十
月
一
日
刊
同
誌
十
巻
十
号
三
五
～
四
二
頁
に
載

る
。「

（
五
）」
が
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
二
月
一
日
刊
同
誌
十
一
巻

二
号
二
二
～
二
七
頁
に
載
り
、
完
結
し
た
。
末
尾
に
「
筆
者

京
都
絵
専

教
授
」
と
の
紹
介
が
あ
る
。

B
　

初
版

『
無
名
の
南
画
家
』（
日
本
美
術
出
版
社
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）

年
二
月
二
十
日
）
一
～
八
十
四
頁
。
単
色
図
版
、
惲
南
田
「
花
卉
図
」・

倪
雲
林
「
西
林
禅
室
」・
石
濤
「
山
水
図
」
を
付
す
。

推
敲
は
、
①
正
誤
、
②
読
点
付
加
の
傾
向
、
で
あ
る
。

①
の
例
、
惲
南
田
の
気
韻
の
形
容
、
初
出
「
先
生
が
崇
敬
描マ

マ

か
ざ
る
元

人
蒼
古
の
」
→
「
明
代
ら
し
い
華
か
な
」。
ち
な
み
に
こ
こ
を
三
彩
社
版

は
さ
ら
に
「
明
末
・
清
初
ら
し
い
華
や
か
な
」
と
改
訂
す
る
。

C
　

改
訂
版

『
無
名
の
南
画
家
』（
三
彩
社
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
九
月

三
十
日
）
一
～
九
十
二
頁
。「
後
記
」、
原
色
版
口
絵
、
惲
南
田
「
菊
花
図

扇
面
」
を
付
す
。

現
代
表
記
に
改
め
た
。
推
敲
は
、
①
正
誤
、
②
い
く
つ
か
の
漢
字
→
か

な
、
③
語
句
重
複
を
避
け
る
、
④
文
末
変
更
、
そ
の
他
。
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と
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四
四

③
の
例
。「
生
を
享
け
て
三
十
七
年
私
は
未
だ
曾
て
あ
ん
な
綺
麗
な
人

を
見
た
こ
と
が
な
い
。
何
か
の
機
会
が
あ
つ
て
ふ
と
私
の
身
近
に
来
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
」
の
下
線
部
を
削
除
。「
こ
と
」
重
複
を
避
け

た
。「
そ
の
教
育
は
可
成
り
ピ
シ
ピ
シ
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
仏
蘭
西
語

で
は
基
礎
文
典
を
、
幾
何
で
は
公
理
や
定
理
を
殊
に
叩
き
込
む
様
に
し
て

教
へ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
の
下
線
部
を
削
除
。「
も
の
」
重
複
を
避

け
た
。
④
は
「
ま
あ
ど
う
諒
解
し
た
か
は
然
し
此
処
に
云
は
ず
に
お
か

う
」
→
「
ま
あ
ど
う
諒
解
し
た
か
は
、
し
か
し
、
こ
こ
に
は
云
わ
ず
に
お

き
ま
し
ょ
う
」。〝
で
あ
る
〟
体
基
調
に
〝
で
す
〟
体
を
混
入
さ
せ
、
対
面

的
効
果
を
発
揮
す
る
。

D
　

湯
川
書
房
版
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
未
見
で
あ
る
。
限
定
版
の
た
め
。

作
中
「
今
」
時
点
を
、
初
出
年
次
か
ら
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
と

見
て
よ
い
。

年
立
を
試
作
し
て
、
梗
概
を
述
べ
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に
「
生
を
享
け
て
三
十
七
年
」
と
あ
る

「
私
」
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
生
ま
れ
と
計
算
で
き
る
。

い
ま
「
十
歳
を
越
え
た
ば
か
り
」
を
、
十
歳
と
仮
定
す
る
。
十
歳
を

「
小
学
校
の
終
り
頃
」
と
い
え
る
か
、
疑
問
は
残
ろ
う
。「
私
」
十
歳
時
は

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
で
あ
る
。
年
立
で
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
を

特
記
事
項
な
し
と
ブ
ラ
ン
ク
に
し
た
。「
四
年
近
い
歳
月
を
石
屋
の
横
丁

に
通
つ
た
」
を
真
に
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
中
学
の
初
級
」
を
カ

ヴ
ァ
ー
し
て
い
な
い
が
、「
大
木
さ
ん
」
の
家
庭
教
師
の
み
、「
靄
山
先

生
」
没
後
も
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
す
る
。

初
出
　
　

年
　

代
　
　
　
　
　
　
　
　

梗
　
　
　

概

一
　

一
九
一
四
年　

祖
母
が
、
十
歳
の
私
の
た
め
に
、
二
人
の
家
庭
教

師
を
つ
け
て
く
れ
た
。

数
学
・
語
学
は
大
木
さ
ん
。
奇
麗
な
お
さ
よ
さ
ん

と
同
棲
中
の
理
科
大
学
生
で
あ
る
。

漢
文
・
習
字
は
大
木
さ
ん
の
推
薦
で
、
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
こ
と
靄
山
先
生
。

老
南
画
家
の
靄
山
先
生
、
四
月
開
講
時
か
ら
饒
舌

に
芸
術
の
夢
を
吹
く
。

先
生
は
、
無
名
と
貧
困
と
孤
独
に
沈
淪
し
な
が
ら

も
純
粋
な
芸
術
家
で
あ
っ
た
。

そ
の
生
計
を
菓
子
折
り
包
装
紙
描
き
で
立
て
て
い

る
。

二
　

一
九
一
六
年　

五
月
、
お
さ
よ
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
、
紫
野
へ
遠
足

に
行
く
。

お
さ
よ
さ
ん
は
、
健
康
で
恬
淡
に
生
き
る
こ
と
の

幸
せ
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。
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功
夫

一
四
五

十
一
月
、
お
さ
よ
さ
ん
、
病
死
。

私
は

初
の
悲
し
み
の
涙
を
知
っ
た
。

お
さ
よ
さ
ん
の
死
後
、
大
木
さ
ん
は
猛
烈
な
勉
強

を
始
め
る
。

靄
山
先
生
の
癖
は
、
制
服
畏
怖
、
食
道
楽
、
風
呂

好
き
・
寝
坊
で
あ
る
。

先
生
を
学
匠
粋
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
　

一
九
一
七
年　

あ
る
成
金
が
、
先
生
に
大
作
の
揮
毫
を
依
頼
に
く

る
。

先
生
、
の
ぼ
せ
あ
が
っ
た
。

先
生
の
芸
術
規
範
は
、
一
に
古
大
家
の
模
倣
、
二

に
明
る
さ
・
笑
い
で
あ
る
。

先
生
は
黄
大
癡
と
ハ
イ
ド
ン
を
讃
仰
し
て
や
ま
な

い
。

小
学
六
年
「
カ
ス
組
」
に
進
級
し
た
私
は
、
微
熱

と
眼
病
を
発
す
。

八
月
、
眼
癒
え
、
先
生
を
訪
う
。
大
作
「
京
の
四

季
」
下
絵
を
見
る
。

絵
は
高
瀬
川
の
春
・
祇
園
の
夕
立
・
お
辰
稲
荷
の

秋
・
因
幡
薬
師
の
雪
よ
り
成
る
。

私
は
正
直
に
こ
の
絵
を
褒
め
た
。

四
　

同
右　
　
　
　

一
週
間
程
後
、
先
生
と
嵯
峨
の
鯰
屋
へ
行
く
。

先
生
は
、「
京
の
四
季
」
を
破
却
し
た
と
語
っ

て
、
私
を
驚
か
せ
る
。

大
作
は
夢
と
消
え
た
。

厭
人
家
ら
し
く
大
木
さ
ん
は
、
先
生
の
観
念
過
剰

を
冷
や
か
す
。

十
一
月
、
先
生
、
河
東
節
を
聞
い
て
興
奮
。
帰

途
、
溝
に
落
ち
、
風
邪
を
ひ
く
。

翌
日
か
ら
先
生
、
病
床
に
就
く
。
腎
臓
病
。

大
木
さ
ん
、
看
護
人
に
町
内
の
不
良
少
女
・
お
蕙

さ
ん
を
人
選
す
る
。

気
難
し
い
先
生
も
、
お
蕙
さ
ん
に
従
っ
て
療
養
し

た
。

五
　

同
右　
　
　
　

先
生
、
お
蕙
さ
ん
や
私
に
本
の
朗
読
を
命
じ
る
。

本
は
、
無
量
寿
経
・「
マ
ク
ベ
ス
」
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
ま
た
芸
術
家
に
と

洩
ら
す
。

十
二
月
十
三
日
、
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
の
先
生
、
従

容
と
死
ん
で
ゆ
く
。

一
九
四
〇
年
　
　

塵
労
瘻
れ
の
中
年
と
な
っ
た
私
が
、
古
書
店
で
先

生
の
旧
蔵
書
を
入
手
す
る
。
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京
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一
四
六

帰
途
、
月
を
仰
ぐ
。
先
生
と
お
さ
よ
さ
ん
と
、
二

人
の
眼
の
色
を
思
い
出
す
。

A
「
（
三
）」「
編
輯
記
」
の
言
う
「
加
藤
氏
の
フ
モ
レ
ス
ク
風
寓
話
形

式
に
よ
る
芸
術
家
論
」
と
は
、
靄
山
先
生
の
教
え
と
し
て
書
い
て
あ
る
も

の

―
芸
術
上
の
規
範
を
①
「
古
大
家
を
模
倣
す
る
こ
と
」、
②
「
芸
術
に

は
明
る
さ
と
笑
ひ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
」
に
集
約
さ
れ
る

―
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

二

小
説
の
主
舞
台
が
、
京
都
市
岡
崎
、
吉
田
山
東
麓
、
錦
林
小
学
校
区
。

他
に
京
都
の
諸
所
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

〔
靄
山
先
生
「
京
の
四
季
」〕

後
の
一
枚
の
冬
は
烏
丸
を
松
原
東
に

入
る
「
因
幡
薬
師
の
雪
」
だ
っ
た
。
此
処
ら
辺
り
は
下
京
ゆ
ゑ
簪
屋

鏡
屋
朱
肉
屋
糸
屋
等
の
儚
く
も
花
や
か
な
町
屋
々
々
に
囲
ま
れ
て
大

き
く
聳
え
た
薬
師
様
の
屋
根
が
こ
ん
も
り
と
雪
に
被
は
れ
て
ゐ
る
。

お
堂
の
傍
の
名
高
い
花
市
に
は
も
う
水
仙
寒
椿
に
雑
つ
て
早
咲
の
梅

も
出
て
ゐ
る
の
だ
が
一
面
の
薄
墨
で
町
々
の
上
を
被
う
の
は
〝
ま
だ

春
の
く
る
に
は
早
き
〟
京
の
空
で
あ
る
。

下
京
区
松
原
烏
丸
東
入
北
側
に
あ
る
因
幡
薬
師
は
、
因
幡
町
七
〇
五
で

「
花
彦
」
が
営
業
を
継
続
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
本
作
発
表
時
、
お
堂
そ

の
も
の
は
「
忘
れ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
か
の
如
く
思
は
れ
る
」 （
川
勝
政
太
郎

「
因
幡
堂
雑
記
」〔
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
五
月
一
日
刊
『
史
迹
と
美

術
』〕） 

存
在
と
化
し
て
い
た
。
し
か
し
因
幡
薬
師
は
、
古
来
京
中
の
人
々

か
ら
六
角
堂
と
並
ん
で
尊
信
さ
れ
、
明
治
時
代
、
三
日
・
八
日
・
十
二

日
・
二
十
日
・
二
十
八
日 

（
原
田
与
三
松
編
刊
『
売
買
ひ
と
り
案
内
』

〔
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
九
月
〕）

―
こ
の
う
ち
、
三
日
・
二
十

日
・
二
十
八
日
は
昭
和
初
年
す
で
に
衰
亡
（
西
村
善
七
郎
編
刊
『
大
京

都
』〔
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
十
月
二
十
日
〕）

―
が
縁
日
で
、「
門

の
つ
き
あ
た
り
に
（
門
と
い
つ
て
も
太
い
柱
の
や
う
な
石
に
「
い
な
は
薬

師
」
と
彫
り
つ
け
て
あ
つ
た
）、
二
階
建
て
の
病
院
が
あ
つ
て
、
そ
の
前

の
方
に
市
場
が
あ
つ
た
。
そ
こ
へ
は
京
都
市
中
の
花
屋
と
売
り
方
の
花
屋

と
が
集
ま
」（
津
田
青
楓
『
老
画
家
の
一
生
』）
る
。
田
中
泰
彦
に
拠
る

と
、
大
正
期
、
因
幡
薬
師
師
灯
篭
の
北
隣
は
飯
田
呉
服
店
〔
高
島
屋
〕
で

あ
り
（『
京
の
町
並
み
』（
京
を
語
る
会
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年

十
二
月
二
十
日
）
掲
載
の
写
真
「
烏
丸
松
原
よ
り
北
を
望
む
」〔
一
九
一
二

（
明
治
四
十
五
）
年
ご
ろ
〕
の
説
明
）、
繁
華
な
場
所
で
あ
っ
た
。
京
の
冬

景
色
と
し
て
因
幡
薬
師
を
撰
ぶ
眼
は
確
か
で
あ
る
。

「
四
」
に
出
て
来
る
「
京
極
の
華
月
」
は
、
京
極
の
花
月
劇
場
を
比
定

し
た
い
が
、
花
月
劇
場
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
十
一
月
二
十
一
日
開

場
で
、
合
わ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
小
説
は
「
華
」
月
だ
か
ら
、
花
月
と



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
四
七

違
っ
て
架
空
の
劇
場
と
言
え
ば
言
え
る
。
た
だ
、
作
品
に
揺
曳
す
る
、
発

表
時
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
頃
の
影
を
注
意
し
た
い
。

京
都
の
風
土
に
つ
い
て
、
加
藤
自
身
、

実
際
京
都
に
住
ん
で
い
る
と
、
私
ら
は
風
土
に
対
し
て
敏
感
た
ら
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
隣
の
大
阪
奈
良
か
ら
帰
っ
て

来
て
さ
え
、
七
条
の
駅
に
降
立
つ
と
冷
や
っ
と
感
じ
る
甘
い
空
気

―
あ
あ
京
都
だ
と
思
う
。（「
京
都
の
日
本
画
」）

と
記
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
季
感
も
織
り
込
ま
れ
る
。
視
覚
的
に
、「
京
の
四
季
」

―
「
高
瀬
川
の
春
」「
祇
園
の
夕
立
」「
お
辰
稲
荷
の
秋
」「
因
幡
薬
師

の
雪
」

―
が
画
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
把
握
は
鋭
い
。
聴
覚
的

に
、「
郭
公
の
声
が
漸
く
醒
め
か
け
て
ゐ
る
」・「
老
い
た
夜
鷹
が
一
声
ヒ

ユ
ー
と
啼
い
て
す
ぎ
た
」・「
カ
ナ
〳
〵
蝉
が
寂
し
い
声
を
立
て
る
、
夜
に

も
成
れ
ば
馬
追
が
部
屋
に
は
入
つ
て
来
て
夜
通
し
涼
し
く
鳴
い
て
ゐ

る
」・「
時
雨
が
走
り
始
め
る
。
軈
て
先
生
の
屋
根
の
上
に
も
寂
し
い
音
を

立
て
乍
ら
慌
し
く
下
京
の
方
へ
過
ぎ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
低
い
屋
並
の
京

の
町
に
浙
瀝
た
る
音
を
立
て
ゝ
行
く
様
は

―
ま
あ
大
低マ

マ

の
俗
物
を
も
愁

殺
す
る
に
足
る
だ
ら
う
」。
嗅
覚
的
に
、「
春
蘭
の
匂
ひ
」・「
何
処
か
ら
と

も
な
く
流
れ
て
来
る
辛
夷
の
匂
ひ
」・「
若
葉
匂
は
し
い
船
岡
山
の
畔
」。

い
っ
た
い
「
京
都
の
風
土
は
鼻
に
良
い
ら
し
い
。
昔
大
宮
人
が
聞
香
の
技

を
闘
は
し
た
と
云
ふ
も
故
あ
る
か
な
、
と
独
感
嘆
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た

青
木
正
児
が
、
山
口
大
学
を
辞
し
京
都
に
引
き
揚
げ
て
来
る
と
「
不
思
議

に
鼻
が
聞
こ
え
る
や
う
に
な
つ
た
。」
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
嗅
覚
的
把

握
も
京
都
外
へ
出
た
人
の
方
が
よ
り
敏
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

主
人
公
が
食
道
楽
ゆ
え
、
味
覚
的
素
材
が
出
る
が
、
京
都
独
自
の
食
べ

物
の
一
つ
は
、「
今
宮
神
社
の
あ
ぶ
り
餅
」
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
笹
川
臨

風
も
『
三
訂
趣
味
の
旅
古
跡
め
ぐ
り
』（
博
文
館
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

年
七
月
三
十
一
日
三
訂
九
版
）
で
、「
京
都
の
真
の
味
を
味
う
と
云
ふ
人

は
、
瓢
亭
に
往
く
よ
り
も
、
草
鞋
屋
に
往
く
よ
り
も
、
田
舎
亭
、
伊
勢
長

乃
至
千
本
、
鳥
居
本
に
往
く
よ
り
も
、
平
野
屋
、
平
八
に
往
く
よ
り
も
、

今
宮
に
あ
ぶ
り
餅
を
試
み
る
に
若
く
は
な
い
。
市
山
の
お
萩
だ
の
、
い
づ

う
の
鯖
鮓
な
ど
を
食
べ
て
京
都
通
を
云
ふ
勿
れ
、
祇
園
に
通
た
ら
ん
よ
り

は
、
京
都
の
真
の
趣
味
を
味
は
つ
て
見
る
が
よ
い
。」
と
推
奨
し
た
、
あ

ぶ
り
餅
で
あ
る
。
触
覚
的
に
、「
〔
夏
の
〕
昼
間
は
猶
ほ
苛
々
と
暑
い
」・

「
寝
る
時
枕
元
に
置
い
た
団
扇
を
何
気
な
く
朝
手
に
執
つ
て
み
る
と
微
か

に
露
に
湿
つ
て
ゐ
る

―
さ
り
げ
な
く
秋
は
来
た
」
と
捉
え
ら
れ
る
。
京

都
の
五
感
を
駆
使
し
た
表
現
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
作
中
の
わ
ら
べ
歌
、

お
月
さ
ー
ん
い
く
つ
　

十
三
七
つ

そ
り
や
未
だ
若
い
な
　

あ
の
子
を
生
ん
で

こ
の
子
を
生
ん
で
　

だ
ー
れ
に
抱
か
し
よ

お
万
に
抱
か
し
よ
　

お
万
ど
こ
へ
い
ー
た

油
買
ひ
に
酢
買
ひ
に
　

油
屋
の
店
で
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一
四
八

油
一
升
こ
ぼ
し
て

―

そ
の
油
ど
ー
し
た
　

黒
と
の
犬
と

白
と
の
犬
が
　

ね
ん
ぶ
り
合
う
て
そ
ー
ろ

は
、
類
歌
が
京
都
市
域
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
高
橋
美
智
子
『
京
都
の
わ
ら

べ
歌
』
が
「
「
候
」
と
敬
語
を
使
っ
て
い
る
の
が
、
京
な
ら
で
は
と
お
も

わ
れ
る
。」
と
書
き
、
京
都
府
教
育
委
員
会
編
刊
『
京
都
府
の
民
謡
』
が

「
「
候
」
は
京
都
市
内
の
み
。」
と
記
す
。
引
用
歌
も
「
そ
ー
ろ
」
で
よ
く

適
う
。
も
う
一
つ
の
、
か
ら
か
い
歌
は
、
京
都
わ
ら
べ
歌
中
で
未
確
認
。

昭
和
流
行
歌
の
替
え
歌
か
も
知
れ
ず
、
後
述
す
る
。

時
間
推
移
の
表
示
に
、「
吉
田
山
の
追
儺
式
の
晩
」・「
加
茂
お
蔭
祭
の

翌
る
日
」・「
祇
園
祭
の
終
つ
た
頃
」・「
大
文
字
焚
き
の
晩
」・「
其
の
晩
は

地
蔵
盆
で
」・「
吹
革
祭
の
あ
つ
た
月
」・「
真
如
堂
の
お
十
夜
の
頃
」
と
、

年
中
行
事
が
ら
み
が
多
い
の
も
京
都
的
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、〝
大
文
字
〟
を
「
大
文
字
焚
き
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
は
、
外

来
者
ら
し
い
云
い
様
が
出
て
し
ま
っ
た
。
梅
棹
忠
夫
『
京
都
の
精
神
』
が

「「
大
文
字
焼
」
な
ど
と
か
い
た
も
の
を
み
か
け
る
が
、
無
知
も
き
わ
ま
れ

り
と
い
う
ほ
か
な
い
。」
と
叱
り
、
駒
敏
郎
『
誤
解
さ
れ
る
京
都
』
が

「
東
京
の
マ
ス
コ
ミ
は
「
大
文
字
焼
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
が
、
そ

う
い
う
間
違
っ
た
呼
び
方
に
馴
染
ま
な
い
で
ほ
し
い
」
と
希
望
す
る
。
岩

上
力
『
京
の
あ
た
り
ま
え
』
が
「
大
文
字
の
送
り
火
の
こ
と
を
、
他
府
県

の
人
が
〝
大
文
字
焼
き
〟
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

言
わ
れ
る
こ
と
を
京
都
人
は
心
よ
し
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
す
。」、
麻

生
圭
子
『
東
京
育
ち
の
京
都
案
内
』
が
「
京
都
に
来
る
ま
で
は
、
私
は

「
大
文
字
焼
」
と
呼
ん
で
ま
し
た
。
で
も
、
京
都
で
は
そ
れ
は
禁
句
。
京

都
の
人
は
こ
う
呼
ぶ
の
を
嫌
い
ま
す
。〔
略
〕「
大
文
字
さ
ん
は
、
山
焼
き

と
は
違
う
さ
か
い
に
」」
と
今
で
は
京
都
紹
介
の
定
番
の
よ
う
で
あ
る
が
。

杉
本
秀
太
郎
・
原
章
二
〔
対
談
〕「
京
都
の
文
化
は
見
え
に
く
い
か
」
中
、

杉
本
　

〔
略
〕
加
藤
一
雄
は
京
都
に
ほ
ん
と
に
岡
惚
れ
し
て
い
ま
す

ね
。

原
　

彼
も
ま
た
本
来
は
京
都
の
人
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
、
大
阪
の
町
人

で
す
。

と
語
ら
れ
て
お
り
、
聴
く
べ
き
だ
ろ
う
。

登
場
人
物
に
つ
い
て
、

原
　

〔
加
藤
一
雄
は
〕
重
要
人
物
で
あ
る
靄
山
さ
ん
自
体
に
対
し
て

も
、
靄
山
さ
ん
に
一
体
化
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
ち
ゃ
ん
と
醒

め
た
複
眼
で
眺
め
て
い
る
。

杉
本
　

あ
る
距
離
を
お
い
て
世
界
を
見
る
不
思
議
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

と
い
う
批
評
が
あ
っ
た
。

作
者
は
C
「
後
記
」
に
、

こ
の
「
無
名
の
南
画
家
」
は
、
無
名
に
せ
よ
有
名
に
せ
よ
、
所
謂
モ

デ
ル
は
な
い
。
主
人
公
を
始
め
登
場
人
物
は
す
べ
て
仮
構
で
あ
る
。

と
断
る
。



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
四
九

「
靄
山
」
な
ら
ぬ
「
藹
山
」
は
居
た
。
谷
口
藹
山
翁
九
十
年
祭
実
行
委

員
会
編
刊
『
郷
土
の
先
賢
南
画
の
巨
匠
谷
口
藹
山
』（
一
九
九
〇
（
平
成

二
）
年
十
一
月
三
日
）
参
照
の
こ
と
。
北
国
出
身
者
の
南
画
家
で
京
都
に

居
住
し
た
け
れ
ど
も
、
時
代
か
ら
し
て
異
な
る
。「
靄
山
」
は
、
い
か
に

も
有
り
そ
う
だ
が
実
在
し
な
い
。

そ
の
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
し
か
し
登
場
人
物
に
作
者
お
よ
び
周
辺
人

物
が
重
な
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

そ
の
点
、
対
談
中
、

息
子
さ
ん
に
聞
い
た
ん
で
す
が
、
す
べ
て
モ
デ
ル
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
と
し
て
も
、
お
じ
さ
ん
と
友
達
を
合
成
し
て
一
人
に
し
た
り
、

あ
る
い
は
他
人
の
こ
と
を
自
分
が
あ
た
か
も
言
っ
た
み
た
い
に
し

ち
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

と
い
う
原
章
二
発
言
が
正
鵠
を
射
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
作
者
お
よ
び
周
辺

人
物
と
い
っ
て
も
、
加
藤
自
身
の
著
作
よ
り
推
測
で
き
る
そ
れ
で
し
か
な

い
け
れ
ど
。

「
登
場
人
物
」
と
近
似
す
る
作
者
お
よ
び
周
辺
人
物
、
重
な
る
と
い
え

る
根
拠
、
お
よ
び
齟
齬
す
る
点
、
を
示
そ
う
。

小
説
中
の
「
私
」
に
つ
い
て
。

○
加
藤
と
生
年
が
同
じ
で
あ
る
。

○
加
藤
「
京
都
の
自
然
と
芸
術
」
に
拠
れ
ば
、
加
藤
も
「
子
供
の
頃
隣

り
町
の
塾
に
通
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
っ
た
」。
た
だ
し
、
大
阪
時

代
の
こ
と
で
あ
っ
て
京
都
の
出
来
事
で
な
い
。

○
「
私
」
が
「
約
束
し
た
に
拘
ら
ず
何
時
ま
で
待
つ
て
も
相
手
の
女
は

来
ず
、
竹
屋
町
は
革
堂
の
軒
に
甚
だ
癪
に
触
る
時
雨
の
音
を
聴
い
た

覚
え
が
あ
る
」（「
五
」）
と
こ
ろ
。
加
藤
「
漢
書
忙
読
」
に
拠
れ
ば
、

加
藤
も
「
革
堂
で
約
束
し
た
人
を
待
っ
て
る
と
、
相
手
は
仲マ

マ

々
や
っ

て
来
な
い
」
こ
と
が
あ
っ
た
。

小
説
中
の
「
靄
山
先
生
」
に
つ
い
て
。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
無
名
と
は
云
へ
正
銘
の
歴
た
る
芸
術
家
」

（
「
一
」）
で
あ
る
点
。
加
藤
「
京
都
画
壇
周
辺
帖
」
に
拠
れ
ば
、
高

津
の
町
に
い
た
若
い
画
家
が
、「
天
才
を
し
て
飢
え
し
め
る
現
代
の

社
会
に
対
し
、
彼
も
ま
た
静
か
な
憤
り
と
深
い
諦
め
を
持
っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
大
痴
は
九
十
に
し
て
童
顔
の
如
し
と
云
ふ
が

〔
略
〕
永
遠
の
青
春
が
貧
苦
と
塵
埃
と
を
透
し
て
キ
ラ
〳
〵
と
輝
き

出
る
趣
が
あ
る
」（「
二
」）
と
こ
ろ
。
加
藤
「
京
都
の
自
然
と
芸
術
」

に
拠
れ
ば
、
河
野
通
一
が
「「
大
痴
は
九
十
に
し
て
童
顔
の
如
し
」」

と
評
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
河
野
と
の
出
会
い
は
後
年
の
こ
と
で
あ
っ

て
子
供
期
で
な
い
。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
非
常
な
風
呂
好
き
」（
「
二
」）
で
あ
る
点
。
加

藤
「
村
上
華
岳
」
に
拠
れ
ば
、
河
野
通
一
が
、「
湯
屋
で
の
友
達
で

あ
っ
た
」。



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

一
五
〇

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
蓄
音
機
を
〔
略
〕
担
ぎ
出
し
て
き
た
」（「
三
」）

と
こ
ろ
。
加
藤
「
京
都
の
自
然
と
芸
術
」
に
拠
れ
ば
、
河
野
通
一

が
、「
高
度
の
蓄
音
機
愛
好
家
で
あ
っ
た
」。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
私
を
〔
略
〕
唯
一
人
の
弟
子
に
と
つ
た
」

（
「
一
」）
と
こ
ろ
。
加
藤
「
村
上
華
岳
」
に
拠
れ
ば
、
河
野
通
一

が
、「
非
常
に
粋
人
で
、

後
に
門
弟
と
し
て
い
た
の
は
私
一
人
位

な
も
の
だ
ろ
う
」」。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
制
服
に
身
を
固
め
た
人
々
に
は
畏
敬
と
恐
怖
と

を
混
へ
た
感
を
抱
い
て
ゐ
た
」（
「
二
」）
点
。
加
藤
「
京
都
の
自
然

と
芸
術
」
に
拠
れ
ば
、
加
藤
自
身
が
「 

国
民
服
に
〔
略
〕
嫌
厭
」

感
を
持
っ
て
い
た
。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
甚
し
い
食
道
楽
で
あ
つ
た
」（
「
二
」）
点
。
加

藤
「
京
都
の
自
然
と
芸
術
」
に
拠
れ
ば
、
猪
熊
浅
麿
が
「
量
質
共
に

優
れ
た
食
道
楽
で 

」
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
猪
熊
と
の
出
会
い
は
後

年
の
こ
と
で
あ
っ
て
子
供
期
で
な
い
。

○
「
靄
山
先
生
」
が
「
老
い
て
若
々
し
い
眼
の
」（「
五
」）
持
主
で
あ
っ

た
点
。
加
藤
「
京
都
の
自
然
と
芸
術
」
に
拠
れ
ば
、
猪
熊
浅
麿
が

「
年
長
者
〔
略
〕
だ
が
〔
略
〕
気
が
若
か
っ
た 

」。

小
説
中
の
「
大
木
先
生
」
に
つ
い
て
。

○
「
大
木
先
生
」
が
「
私
に
仏
蘭
西
語
と
幾
何
学
と
を
教
へ
て
く
れ

た
」（
「
一
」）
点
。
加
藤
「
京
都
の
自
然
と
芸
術
」
に
拠
れ
ば
、
河

野
通
一
に
近
い
。「
私
は
河
野
さ
ん
の
〔
フ
ラ
ン
ス
語
の
〕
弟
子
で

あ
る
」。
た
だ
し
、
河
野
と
の
出
会
い
は
後
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
子

供
期
で
な
い
。

小
説
中
の
「
子
供
」
に
つ
い
て
。

○
靄
山
先
生
に
悪
態
を
つ
く 

（
「
二
」「
五
」）
と
こ
ろ
。
加
藤
「
去
年

の
雪
」
に
拠
れ
ば
、
加
藤
自
身
。「
私
は
そ
の
絵
描
き
さ
ん
の
窓
の

下
へ
行
っ
て
、
よ
く
「
ア
ホ
絵
描
き
、
バ
カ
絵
描
き
」
と
は
や
し
ま

し
た 

」。
た
だ
し
、
大
阪
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
て
京
都
の
出
来
事
で

な
い
。

な
ど
。

モ
デ
ル
調
べ
か
ら
一
見
、
作
品
の
年
代
的
錯
誤
が
浮
び
上
が
る
。
た

だ
、
ど
う
や
ら
そ
れ
も
意
図
的
ら
し
い
。
こ
の
点
も
後
で
考
え
よ
う
。

三

部
分
モ
デ
ル
は
前
記
の
通
り
。
全
体
モ
デ
ル
に
な
る
と
、
現
世
に
は
求

め
ら
れ
な
い
。
過
去
世
は
ど
う
だ
ろ
う
。

「
靄
山
先
生
」
に
つ
い
て
、
作
中
語
り
手
が

後
年
や
つ
と
横
文
字
が
読
め
る
様
に
な
つ
て
セ
ザ
ン
ヌ
の
伝
記
を
繙

い
て
み
る
と
此
の
南
仏
の
田
舎
画
家
も
旺
ん
に
自
分
の
作
品
を
破
り

棄
て
る
場
面
が
あ
る
。



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
五
一

と
言
及
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
が
思
い
浮
か
ぶ
。

「
靄
山
先
生
」
が
「
京
の
四
季
」
下
絵
を
破
却
す
る
挿
話
の
ヒ
ン
ト

は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
自
作
破
棄
譚
ら
し
い
。
セ
ザ
ン
ヌ
を
南
画
と
の
類
似
か

ら
解
釈
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で
、
好
都
合
面
も
あ
ろ
う
。

だ
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
「
無
名
」
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

先
行
作
品
の
架
空
人
物
中
に
手
本
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
作
品
で
あ
る
。「
自
分
勝
手
に
歌
ひ
上
げ

る
性
の
人
」「
自
己
の
崇
高
な
思
想
に
少
々
夢
中
に
成
る
」「
靄
山
先
生
」

が
「
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
」
の
再
来
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
に
記
す
と
お
り
。

し
か
し
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
も
有
名
人
で
あ
っ
た
。

杉
本
秀
太
郎
は
、

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
中
編
小
説
「
ガ
ン
バ
ラ
」
に
登
場
す
る
同
名
の
主
人

公
を
お
も
わ
せ
る
節
が
あ
り
ま
す

と
発
言
す
る
。「
ガ
ン
バ
ラ
」（
一
八
三
七
年
）
は
、
パ
リ
の
貧
民
窟
に
暮

ら
す
、
イ
タ
リ
ア
人
の
作
曲
家
ガ
ン
バ
ラ
と
そ
の
妻
マ
リ
ア
ン
ナ
と
二
人

の
不
幸
の
話
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
バ
ラ
は
、
酔
う
と
正
気
に
戻
り
、
雄
弁
に

「
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
神
秘
的
自
然
哲
学
に
酷
似
し
た
理
論
」（
寺
田
透
）
を
語

る
。
想
像
力
の
み
発
達
し
現
実
性
を
持
た
ぬ
と
こ
ろ
、
靄
山
先
生
に
似
る
。

た
だ
し
杉
本
も
言
う
よ
う
に
、〈
が
、
ガ
ン
バ
ラ
は
音
楽
家
、
こ
ち
ら

は
南
画
家
で
す
〉。

無
名
の
画
家
の
手
本
は
な
い
の
か
。

こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
想
起
で
き
る
の
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ブ
ロ

ケ
で
あ
ろ
う
。
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
『
昔
が
た
り
（
ピ
エ
ル
・
ノ

ジ
エ
ー
ル
）』
中
「
二
人
の
仲
間
」
登
場
人
物
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
本
の

杉
捷
夫
訳
に
拠
っ
て
、
話
を
進
め
る
。

①
　

無
名
。

フ
ラ
ン
ス
　

同
室
だ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ニ
エ
「
の
名
は
、
有
名
に
な

り
、
毎
日
、
賞
賛
の
言
葉
と
共
に
こ
れ
を
掲
げ
る
新
聞
に
依
つ
て
私
の
記

憶
に
新
に
さ
れ
た
。」「
然
る
に
気
の
毒
な
ヤ
コ
ブ
ス
・
ド
ゥ
ブ
ル
ク
ェ
ン

ス
に
就
て
は
杳
と
し
て
消
息
が
な
か
つ
た
」（
104
）。

加
藤
　

大
木
さ
ん
は
「
後
年
無
機
化
学
界
の
泰
斗
」（
一
25
上
）
と
な
る

が
、
先
生
は
つ
い
に
「
全
く
の
無
名
作
家
に
終
つ
て
了
つ
た
」（
一
30
下
）。

②
　

派
手
好
き
で
、
高
い
気
位
。
読
書
家
で
雄
弁
。

フ
ラ
ン
ス
　

「
快
活
な
、
派
手
な
こ
と
の
好
き
な
生
れ
付
き
で
、
気
位
は

高
か
つ
た
。
自
分
の
名
前
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ブ
ロ
ケ
と
云
ふ
の
が
充
分

の
観
念
を
与
へ
な
い
の
を
恐
れ
て
、
ヤ
コ
ブ
ス
・
ド
ゥ
ブ
ル
ク
ェ
ン
ス
と

改
め
た
。〔
略
〕
大
の
読
書
家
で
〔
略
〕
こ
の
男
の
雄
弁
な
こ
と
と
云
つ

た
ら
」（
100
～
101
）。

加
藤
　

 

「
貧
乏
に
は
珍
し
い
万
巻
の
書
」
を
持
ち
「
性
来
先
生
は
派
手
で

陽
気
な
こ
と
が
好
き
な
人
で
あ
る
」「
饒
舌
」
家
で
も
あ
る
（
一
29
下
）。

「
気
位
の
高
い
先
生
」（
三
32
下
）
で
あ
っ
た
。

③
　

描
か
ぬ
画
家
。



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

一
五
二

フ
ラ
ン
ス
　

「
ヤ
コ
ブ
ス
・
ド
ゥ
ブ
ル
ク
ェ
ン
ス
は
多
く
の
思
想
を
持
つ

た
。
だ
が
大
抵
の
場
合
、
こ
れ
を
表
現
す
る
に
は
、
六
十
尺
四
方
の
カ
ン

ヴ
ァ
ス
が
必
要
だ
つ
た
。
六
十
尺
四
方
の
絵
か
然
ら
ず
ん
ば
無
、
と
云
ふ

の
が
通
常
彼
の
置
か
れ
る
二
者
択
一
の
場
合
だ
つ
た
。
そ
れ
故
ま
た
、
ヤ

コ
ブ
ス
・
ド
ゥ
ブ
ル
ク
ェ
ン
ス
が
、
私
が
始
め
て
彼
を
識
つ
た
頃
の
年
齢

で
、
換
言
す
れ
ば
、
既
に
半
白
の
頭
に
な
る
頃
の
年
齢
で
、
ま
だ
一
枚
の

絵
も
描
い
て
ゐ
な
い
と
云
つ
て
も
、
人
は
さ
し
て
驚
か
ぬ
で
あ
ろ
う
」

（
101
）

加
藤
　

「
先
生
は
立
派
な
南
画
家
で
は
あ
つ
た
が
実
は
殆
ん
ど
其
の
作
品

は
残
し
て
ゐ
な
い
。
第
一
あ
ん
な
に
望
み
が
高
く
理
屈
が
多
く
そ
し
て
あ

ん
な
に
夢
み
勝
で
は
製
作
す
る
暇
も
何
も
な
か
つ
た
ら
う
」（
一
30
上
）。

④
　

貧
。

フ
ラ
ン
ス
　

 

「
生
活
の
た
め
に
、
ガ
ン
ビ
エ
の
競
争
者
か
ら
の
注
文
の
パ

イ
プ
の
モ
デ
ル
を
描
き
、
鰯
の
油
漬
け
の
箱
の
縁
飾
り
を
描
い
て
ゐ
る
」

（
106
）。

加
藤
　

先
生
の
「
現
実
生
活
は
実
は
菓
子
折
の
包
装
紙
を
描
く
こ
と
に

依
て
支
へ
ら
れ
て
来
た
」（
一
29
下
）。

⑤
　

眼
の
若
さ
。

フ
ラ
ン
ス
　

 

「
頬
に
刻
ま
れ
て
ゐ
る
皺
を
見
れ
ば
、
実
際
以
上
の
年
齢
を

ひ
と
は
彼
に
与
へ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
彼
の
青
い
二
つ
の
眼
は
何

物
も
破
壊
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
若
さ
を
保
つ
て
ゐ
た
」（
105
）。

加
藤
　

「
無
名
と
貧
困
と
孤
独
と
は
冷
酷
に
先
生
を
痛
め
つ
け
て
来
た
ら

う
。
事
実
先
生
は
非
常
に
寂
し
い

―
信
じ
易
く
怖
れ
易
い
眼
を
し
て
ゐ

た
。
然
し
如
何
な
る
も
の
も
終
ひ
に
奪
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
あ
の
一
種
の

若
々
し
さ

―
ミ
ュ
ー
ズ
の
愛
子
、
ア
テ
ネ
女
神
の
甥
の
み
が
持
ち
得
る

あ
の
永
遠
の
若
々
し
さ
は
先
生
の
眉
宇
の
間
に
谷
間
を
出
づ
る
朝
日
の
様

に
輝
い
て
ゐ
た
」（
一
30
下
）。

⑥
　

す
べ
て
は
頭
脳
に
あ
り
。

フ
ラ
ン
ス
　

「
「
僕
の
絵
か
、
僕
の
絵
な
ら
こ
こ
に
あ
る
よ
！
」
額
を
た

た
き
な
が
ら
い
つ
も
か
う
云
ふ
の
だ
つ
た
。」（
102
他
）

加
藤
　

「
先
生
の

も
お
自
慢
は
そ
の
頭
脳
に
あ
つ
た
。
先
生
屡
々
指
で

自
分
の
頭
を
叩
き
乍
ら
「
儂
の
美
術
館
は
此
処
に
在
る
」
と
昂
然
た
る
そ

の
眼
を
上
げ
た
」（
二
31
下
）。

⑦
　

陋
巷
に
窮
死
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
　

 

デ
ュ
ブ
ロ
ケ
は
「
屋
根
裏
の
一
室
の
、
粗
末
な
十
字
寝
台

の
上
」
で
肺
炎
の
た
め
死
ぬ
。

加
藤
　

先
生
は
「
横
路
次
」（
一
27
下
）
の
借
家
で
逝
く
。

な
お
、
デ
ュ
ブ
ロ
ケ
は
共
和
政
治
熱
望
者
で
あ
る
。
先
生
の
政
見
に
つ

い
て
は
言
及
が
な
い
。
こ
れ
は
主
人
公
像
に
変
更
を
加
え
た
と
い
う
よ

り
、
明
示
を
避
け
た
の
だ
ろ
う
。

『
昔
が
た
り
（
ピ
エ
ル
・
ノ
ジ
エ
ー
ル
）』
の
別
の
話
ま
で
視
野
に
入
れ

る
と
、
名
詮
自
称
も
あ
る
。
ま
た
本
作
で
は
、
概
略
デ
ア
ル
体
の
中
へ
一



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
五
三

部
デ
ス
体
が
用
い
ら
れ

〔
略
〕
先
生
は
一
段
と
声
を
静
か
に
し
た
。「
な
あ
若
殿
、〝
京
の
四

季
〟
を
以
て
儂
を
律
し
て
く
れ
る
な
、
儂
は
あ
ん
な
も
ん
ぢ
や
な

い
、
あ
ん
な
も
ん
ぢ
や
な
い
」

先
生
よ
、
現
在
私
は
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
先
生
が
如
何
に
主
張
し
よ

う
と
貴
方
は
「
あ
ん
な
も
の
」
な
の
で
す
。〔
略
〕
唯
私
は
先
生
を

沁
々
気
の
毒
だ
と
思
ひ
ま
し
た

―
実
際
其
の
時
先
生
の
元
気
と
も

悲
痛
と
も
つ
か
ぬ
暗
然
た
る
顔
を
見
る
と
私
は
弱
つ
て
了
つ
た
。

の
ご
と
く
、
デ
ス
体
の
対
面
型
文
章
が
切
迫
し
た
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

『
昔
が
た
り
（
ピ
エ
ル
・
ノ
ジ
エ
ー
ル
）』
第
三
篇
の
杉
捷
夫
訳
に
も
、
デ

ア
ル
体
と
デ
ス
体
と
の
混
合
が
あ
る
。
原
文
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

語
学
練
達
の
方
々
に
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

加
藤
一
雄
が
、

「
僕
に
は
ね
、
戦
争
も
灰
燼
も
些
も
関
心
す
る
に
は
足
ら
ん
の
で
す

よ
。
僕
の
国
宝
は
み
ん
な
こ
こ
に
蔵
っ
て
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

―

そ
し
て
、
私
は
戦
闘
帽
の
庇
の
下
を
軽
く
指
で
叩
い
た
も
の
で
あ

る
。
但
し
、
申
上
げ
る
と
、
こ
の
変
な
台
詞
並
び
に
仕
草
は
ア
ナ

ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
幼
物
語
に
出
て
く
る
デ
ュ
ブ
ロ
ッ
ケ
と
い
う

轗
軻
不
遇
の
画
家
の
ポ
ー
ズ
を
そ
の
ま
ま
真
似
た
も
の
で
あ
る

―

米
国
戦
略
爆
撃
隊
位
の
力
で
は
私
の
キ
ザ
な
様
子
作
り
が
仲
々
直
る

も
の
で
は
な
い
。

と
書
く
の
は
後
年
の
こ
と
な
が
ら
、
本
作
以
前
に
「
二
人
の
仲
間
」
を
読

み
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
原
章
二
に
拠
れ
ば
、

加
藤
一
雄
は
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
全
集
を
持
っ
て
い
た
ん
で

す
ね
。
書
斎
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
ま
あ
当
り
前
と
い
え
ば
当
り

前
で
す
が
、
い
ま
じ
ゃ
だ
れ
も
読
ま
な
い
よ
う
な
本
が
ご
ろ
ご
ろ
並

ん
で
い
る
。
そ
し
て
今
は
仏
文
学
者
の
息
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
い
っ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
を
き
ち
ん
と
揃
え

て
い
る
。

由
。
加
藤
一
雄
は
フ
ラ
ン
ス
を
「
真
似
」、
主
人
公
造
型
の
中
心
的
ヒ
ン

ト
と
し
た
の
で
あ
る
。

南
画
家
「
靄
山
先
生
」
が
「
伝
統
に
服
す
る
所
か
寧
ろ
古
大
家
を
模
倣

す
る
こ
と
を
以
て
藝
術
の
規
範
と
心
得
て
ゐ
た
」 

。
勿
論
特
別
の
こ
と
で

な
い
。
田
部
井
石
南
『
南
画
技
法
入
門
』（
南
画
鑑
賞
会
、
一
九
三
七
（
昭

和
十
二
）
年
二
月
一
日
）
を
覗
い
て
も
、「
南
画
を
正
則
に
学
ば
う
と
す

る
人
」
に
必
要
な
修
業
の
第
一
と
し
て
「
臨
画
、
模
写
」
を
掲
げ
る
の
だ

か
ら
。

四

「
も
一
つ
先
生
が
藝
術
上
の
規
範
は
藝
術
に
は
明
る
さ
と
笑
ひ
が
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。」



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

一
五
四

こ
れ
ま
た
、
加
藤
の
創
作
規
範
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
私
」
を
「
若
殿
」
と
呼
ぶ
先
生
は
、
真
田
幸
村
の
お
供
を
す
る
三
好

清
海
入
道
を
演
じ
る
よ
う
で
、
漫
遊
記
的
可
笑
し
み
が
あ
る
。

作
中
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
、

女
に
も
て
た
ら
人
間
誰
が
馬
鹿
々
々
し
い
藝
術
な
ん
か
や
る
も
ん
か

ね
（
一
29
上
）

と
か
、大

体
人
に
は
二
種
類
あ
つ
て
黄
金
と
見
違
へ
る
ば
か
り
の
沈
黙
を
守

る
人
と
自
分
の
頭
に
明
滅
す
る
影
像
は
こ
れ
を
悉
く
饒
舌
ら
ね
ば
描

け
ぬ
人
と
が
あ
る
。
前
者
は
と
も
す
る
と
偉
い
人
に
見
え
る
も
の
だ

が
私
の
三
十
年
来
の
経
験
に
よ
れ
ば
案
外
只
そ
れ
だ
け
で
脳
中
索
漠

た
る
人
が
多
い
。（
三
34
上
）

と
か
、一

人
の
女
房
と
一
生
仲
好
く
暮
す
よ
り
は
ま
る
で
女
断
ち
す
る
方
が

や
さ
し
い
（
四
36
下
）

と
か
を
読
め
ば
、
笑
っ
て
誤
魔
化
す
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

「
先
生
の
家
主
た
る
石
屋
の
一
人
娘
〔
略
〕
風
神
疎
朗
た
る
不
良
少
女

お
蕙
さ
ん
」
の
描
写
は
、
溌
剌
と
し
て
楽
し
い
。

「「
蕙
と
は
蘭
に
似
た
香
草
ぢ
や
。
蕙
気
襲
衣
襟
と
云
ふ
て
着
物
に
浸
み

透
る
程
よ
い
匂
ひ
の
草
ぢ
や
」」
と
名
付
け
ら
れ
た
、「
お
蕙
さ
ん
」
が

「
流
石
に
香
草
だ
け
あ
つ
て
彼
女
が
十
五
六
に
な
る
や
否
や
そ
の
馥
郁
た

る
匂
ひ
は
忽
ち
諸
方
の
兄
ち
や
ん
連
を
引
き
つ
け
た
」（
四
41
下
～
42
上
）

の
は
、
名
詮
自
称
で
あ
る
。『
禅
林
集
句
』
の
「
蕙
本
蘭
之
族
依
然
臭
味

同
」
な
ど
を
参
照
で
き
よ
う
。

「
石
屋
の
親
爺
は
商
売
柄
堅
蔵
だ
つ
た
か
ら
彼
女
を
真
面
目
な
ミ
ツ
シ

ヨ
ン
女
学
校
に
入
れ
」
は
駄
洒
落
に
属
す
る
。

先
生
の
看
護
人
と
な
っ
た
「
お
蕙
さ
ん
」
が
「
先
生
の
為
に
無
量
寿
経

を
読
」
む
と
こ
ろ
、「
仏
説
無
量
寿
経
」〝
第
四
悪
〟
引
用
後
、

お
蕙
さ
ん
は
宛
も
自
分
の
身
上
を
述
べ
る
が
如
き
章
句
を
平
然
と
し

て
読
ん
で
行
つ
た
。
先
生
も
亦
奈
落
に
堕
ち
る
の
を
構
は
ず
陶
然
と

聴
き
入
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。（
五
23
ペ
ー
ジ
上
）

も
、
古
典
的
ギ
ャ
グ
例
で
あ
る
。〝
第
五
悪
〟
が
飲
酒
無
智
の
戒
め
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
こ
の
直
後
「
お
蕙
さ
ん
」
の
朗
読
が
先
生
を

撃
つ
場
面
を
想
像
し
て
、
頤
を
解
く
だ
ろ
う
。

作
中
に
二
回
、「
近
所
の
子
供
達
」
の
、
先
生
を
か
ら
か
う
歌
が
披
露

さ
れ
る
。

〝
向
ふ
横
丁
の
靄
山
さ
ん
は

朝
寝
朝
酒
朝
湯
が
大
好
き
で

そ
れ
で
身
上
し
ー
も
ー
た
〟

京
都
の
童
歌
中
に
未
見
の
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
れ
を
「
会
津
磐
梯

山
」
囃
子
の
替
え
歌
と
推
定
す
る
。
私
解
が
当
っ
て
い
る
な
ら
、
本
作
の

明
る
さ
と
笑
い
の
例
証
に
加
え
ら
れ
よ
う
。
斉
藤
孝
『
声
に
出
し
て
読
み



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
五
五

た
い
日
本
語
④
』
が
「
会
津
磐
梯
山
」
を
取
上
げ
、「
い
や
あ
、
な
ん
と

も
は
や
上
機
嫌
力
が
炸
裂
し
た
い
い
歌
だ
。
私
は
小
さ
い
こ
ろ
に
こ
の
歌

を
聴
い
て
、『
朝
寝
　

朝
酒
　

朝
湯
』
こ
そ
が
い
ち
ば
ん
気
持
ち
の
い
い

も
の
だ
と
学
習
し
た
。『
も
っ
と
も
だ
　

も
っ
と
も
だ
』
と
い
う
言
葉

も
、
明
る
く
笑
い
飛
ば
す
感
じ
で
素
敵
だ
。」
と
批
評
す
る
歌
で
あ
っ
た
。

先
生
が
「
京
都
の
風
物
は
余
り
柔
か
で
小
型
す
ぎ
る
」
と
「
京
の
四

季
」
を
廃
棄
し
、
反
対
に
「
男
子
に
と
つ
て

も
大
事
な
抵
抗
力
と
云
ふ

も
の
を
感
じ
さ
せ
」
る
風
物
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、
磐
梯
山
で
あ
っ
た
か

ら
、
全
く
無
縁
で
も
な
い
。

な
お
斉
藤
は
現
行
の
「
会
津
磐
梯
山
」
を
「
福
島
民
謡
」
と
明
記
し
た

け
れ
ど
も
、
長
田
幹
彦
補
綴
と
改
め
た
い
。
元
歌
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
現

行
歌
詞
は
長
田
の
手
を
経
て
い
る
。
現
行
の
「
こ
の
歌
を
聴
い
て
、『
朝

寝
　

朝
酒
　

朝
湯
』
こ
そ
が
い
ち
ば
ん
気
持
ち
の
い
い
も
の
だ
と
学
習
し

た
」
の
は
私
も
同
様
、
和
辻
哲
郎
の
言
「
西
洋
の
風
呂
は
事
務
的
で
日
本

の
風
呂
は
享
楽
的
だ
」
を
実
感
し
た
も
の
な
が
ら
、
今
回
「
会
津
磐
梯

山
」
を
調
べ
て
、
元
歌
で
は
「
朝
寝
　

朝
酒
　

朝
ぼ
ぼ
」
と
知
っ
て
、
慌

て
た
。
長
田
苦
心
の
補
綴
箇
所
ら
し
い
。
新
井
兵
吾
編
『
童
謡
・
唱
歌
・

流
行
歌
全
集
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
十
一
年
一
月
一
日
、『
婦

人
倶
楽
部
』
附
録
）
お
よ
び
岡
田
貞
三
郎
編
『
新
編
流
行
歌
謡
大
全
』（
大

日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
十
二
年
一
月
一
日
、『
講
談
倶
楽
部
』
附

録
）
の
、「
長
田
幹
彦
作
」「
会
津
磐
梯
山
」
よ
り
、
囃
子
の
み
引
く
と
、

〝
お
は
ら
庄
助
さ
ん
　

何
で
身
上
し
ま
う
た

朝
寝
　

朝
酒
　

朝
風
呂
大
好
き
で

そ
れ
で
身
上
し
ま
う
た
　

尤
だ
　

尤
だ
〟

で
あ
る
。
長
田
幹
彦
補
綴
「
会
津
磐
梯
山
」
が
歌
手
小
唄
勝
太
郎
で
ビ
ク

タ
ー
レ
コ
ー
ド
よ
り
発
売
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
九
年
八
月
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
「
会
津
磐
梯
山
」
は
前
書
で
「
流
行
歌
篇
」
に
、
後
書
で
〔
「
民

謡
選
」
で
な
く
〕「
昭
和
流
行
歌
篇
」
に
載
る
。

小
稿
は
「
〝
向
ふ
横
丁
の
靄
山
さ
ん
は
」
が
歌
わ
れ
る
時
点
を
大
正
時

代
と
比
定
し
た
か
ら
、
こ
こ
で
時
間
矛
盾
を
生
じ
る
。
ま
た
も
昭
和
の
影

が
さ
す
。
作
品
の
年
代
的
錯
誤
は
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
指
摘
し
た
の

で
、
こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
よ
う
。

私
は
本
作
が
本
質
的
に
扱
っ
て
い
る
の
は
初
出
発
表
時
、
一
九
四
一

（
昭
和
十
六
）
年
頃
と
考
え
る
。
錯
誤
と
見
え
る
箇
所
は
、
読
者
を
現
在

へ
誘
い
出
す
効
果
を
持
つ
。

で
は
逆
に
、
な
ぜ
作
品
の
中
心
時
点
を
大
正
期
と
し
た
の
か
、
を
考
え

よ
う
。

加
藤
に
と
っ
て
大
切
な
人

―
「
お
さ
よ
さ
ん
」
の
部
分
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
な

―
と
の
別
れ
が
大
正
期
に
あ
っ
た
か
ら
、
と
空
想
で
き
な
く

も
な
い
。

そ
れ
よ
り
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
理
由
は
、
大
正
期
に
し
た
方
が
書
き
や

す
か
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
頃
で



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

一
五
六

は
、「
エ
ピ
キ
ュ
ー
ル
の
末
子
」
で
あ
る
先
生
（
五
22
下
）
の
本
領
が
描

出
困
難
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
先
生
の
制
服
忌
避
、

先
生
は
お
役
人
を
畏
怖
す
る
こ
と
甚
い
も
の
が
あ
つ
た
。
巡
査
で
も

汽
車
の
車
掌
で
も
凡
そ
国
家
の
権
威
を
象
徴
す
る
制
服
に
身
を
固
め

た
人
々
に
は
畏
怖
と
恐
怖
と
を
混
へ
た
感
を
抱
い
て
ゐ
た
。〔
略
〕

此
頃
の
様
に
制
服
の
氾
濫
す
る
時
代
に
若
し
先
生
が
生
き
永
ら
へ
て

ゐ
た
ら
ど
ん
な
顔
を
す
る
こ
と
だ
ら
う
と
思
ふ
と
可
笑
し
く
な
つ
て

く
る
。（
二
29
下
）

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
、
国
民
服
令
が
公
布
さ
れ
る
。
一
九
四
一

（
昭
和
十
六
）
年
頃
な
ら
、
先
生
を
伸
び
伸
び
と
活
躍
さ
せ
る
こ
と
が
む

つ
か
し
い
。

先
生
の
「
甚
し
い
食
道
楽
」、

先
生
は
鱸
の
雲
丹
や
き
を
平
げ
鯛
の
芋
か
け
を
平
げ
鮎
の
蓼
酢
鮒
の

洗
ひ
岩
魚
の
串
焼
を
平
げ
勿
論
こ
れ
に
劣
ら
ず
ビ
ー
ル
も
飲
ん
で
、

一
口
に
云
へ
ば
、
大
い
に
意
気
上
つ
た
（
二
30
上
）

も
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
頃
だ
と
書
き
に
く
い
。
小
林
勇
『
蝸
牛

庵
訪
問
記
』
を
覗
け
ば
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
「
朝
風
呂
、
朝
酒

は
例
の
如
く
変
ら
な
い
」
に
し
ろ
「
今
年
は
い
よ
い
よ
白
米
が
た
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
標
語
「
贅
沢
は
敵
だ
」
が
闊
歩
し
た
。

先
生
は
非
常
な
風
呂
好
き
で
且
つ
寝
坊
で
あ
つ
た
。
吾
々
な
ら
ば
今

日
は
退
屈
だ
か
ら
散
歩
で
も
し
て
来
よ
う
と
云
ふ
所
を
先
生
は
決
つ

て
湯
屋
へ
出
掛
け
た
。
だ
か
ら
先
生
に
と
つ
て
日
に
二
三
度
も
湯
に

入
る
こ
と
は
敢
へ
て
珍
ら
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

例
の
「
庄
助
さ
ん
」
そ
っ
く
り
だ
が
、「
会
津
磐
梯
山
」
囃
子
文
句

だ
っ
て
、
高
橋
掬
太
郎
『
日
本
民
謡
の
旅
上
巻
』（
第
二
書
房
、
昭
和

三
十
五
年
五
月
三
十
日
）
に
拠
れ
ば
、「
戦
時
中
、
身
上
を
つ
ぶ
す
よ
う

な
文
句
は
イ
カ
ン
と
い
う
の
で
、
さ
ら
に
考
え
て
〔
改
行
〕
小
原
庄
助
さ

ん
、
な
ん
で
身
上
興
し
た
、〔
改
行
〕
朝
寝
朝
酒
、
朝
湯
が
大
き
ら
い
、

〔
改
行
〕
そ
れ
で
身
上
お
こ
し
た
、
も
っ
と
も
だ
も
っ
と
も
だ
。〔
改
行
〕

と
直
し
た
」
と
い
う
。
の
ん
び
り
入
浴
な
ど
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

作
中
時
点
を
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
頃
と
す
れ
ば
、
か
よ
う
な
面

倒
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
を
避
け
る
べ
く
大
正
期
の
話
と
し
た
に
違
い
な
い
。

語
り
手
の
言
、

私
は
今
で
も
華
か
な
展
覧
会
で
識
者
の
鑑
賞
に
供
せ
ら
れ
る
堂
々
た

る
絵
画
を
見
る
毎
に
先
生
の
為
に
一
掬
の
涙
を
禁
じ
得
な
い
。
如
何

に
も
先
生
は
才
能
の
点
に
於
て
一
大
天
才
で
は
な
か
つ
た
。
然
し
此

の
点
に
関
し
て
現
代
の
諸
作
家
と
雖
も
誰
が
先
生
に
驕
り
得
る
者

ぞ
。
で
は
気
品
に
於
て
は
ど
う
か

―
此
の
点
の
み
は
私
は
先
生
は

遥
か
に
群
小
作
家
を
抜
い
て
ゐ
た
と
信
じ
る
。
処
が
先
生
は
全
く
の

無
名
作
家
に
終
つ
て
了
つ
て
群
小
作
家
は
群
小
乍
ら
も
兎
に
角
一
時

の
名
声
を
拍
し
て
ゐ
る
。



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
五
七

を
、「
現
代
の
諸
作
家
」
へ
の
違
和
と
読
め
な
く
も
な
い
。「
世
は
臨
戦
体

制
」（
五
26
下
）
に
対
す
る
作
者
の
憤
懣
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
現
代
の
諸
作
家
」
の
動
向
は
、
本
作
掲
載
中
の
雑
誌
巻
頭
言
（
小
室

翠
雲
執
筆
）
の
表
題
、

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
六
月
一
日
　

「
南
画
家
と
東
亜
共
栄
圏
」

七
月
一
日 
「
芸
境
即
達
境
」

八
月
一
日 

「
雨
奇
晴
好
の
心
」

九
月
一
日 

「
東
亜
文
化
の
確
立
」
　

 

＊
こ
の
号
、
本
作
休
載

十
月 

「
大
東
南
宗
院
学
芸
研
究
所
成
る
」

十
二
月
一
日 

「
東
洋
精
神
藝
術
の
徹
底
的
闡
明
」
　

＊
こ
の
号
、
本
作
休
載

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
一
月
一
日
　

「
明
け
初
む
る
乾
輿
の
春
」
　

＊
こ
の
号
、
本
作
休
載

二
月
一
日 

「
大
東
亜
戦
争
と
東
亜
文
化
へ
の
覚
醒
」

を
並
べ
て
も
窺
わ
れ
る
。
戦
意
高
揚
の
絵
を
競
っ
て
描
き
、「
第
一
回
大

東
南
宗
院
展
」
開
催
に
向
か
う
流
れ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
「
私
の
先
生
か
ら
教
へ
を
受
け
た

後
」
の
発
言
で
あ
る
。

「
今
度
も
し
儂
が
再
び
君
の
如
き
少
年
と
生
れ
変
つ
て
来
た
ら
、
そ

の
時
こ
そ
は

―
」

こ
の
時
ま
で
黙
つ
て
ゐ
た
お
蕙
さ
ん
は
突
然
先
生
の
語
を
遮
る
と
霙

の
如
き
言
葉
を
浴
せ
か
け
た
。

「
先
生
何
ん
ど
す
か
。
ま
だ
性
懲
り
も
な
う
先
生
は
藝
術
家
に
生
れ

変
つ
て
く
る
積
り
で
お
ゐ
や
す
か
」

す
る
と
先
生
は

―
此
の
無
名
の
老
作
家
は
病
苦
に
窶
れ
た
頬
に
莞

爾
た
る
微
笑
を
浮
べ
た
。

「
さ
う
ぢ
や
。
七
度
人
間
に
生
れ
て
な
あ
」

か
か
る
発
言
も
、
本
作
発
表
時
を
勘
案
す
れ
ば
、
公
け
に
し
に
く
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

〝
七
生
〟
と
口
に
す
る
な
ら
、
あ
と
を
〝
報
国
〟
と
続
け
大
合
唱
す
る

時
世
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
学
校
が
〝
七
生
報
国
〟
を
喧
伝
し
た
頃
で

あ
る
。

一
九
四
一
～
一
九
四
三
（
昭
和
十
六
～
十
八
）
年
の
第
五
期
国
定
国
語

教
科
書
に
、『
太
平
記
』
巻
十
六
の
楠
正
成
・
正
季
の
思
い
が
、

「
こ
の
期
に
お
い
て
、
お
ん
み
の
願
ふ
と
こ
ろ
は
何
ぞ
」

と
問
ひ
け
れ
ば
、
正
季
か
ら
か
ら
と
打
ち
笑
ひ
、

「
七
た
び
ま
で
人
間
に
生
ま
れ
て
、
朝
敵
を
滅
さ
ば
や
と
存
じ
候
。」

と
申
す
。
正
成
、
げ
に
も
う
れ
し
げ
な
る
気
色
に
て
、

「
わ
れ
も
さ
や
う
に
思
ふ
な
り
。
い
ざ
さ
ら
ば
、
同
じ
く
生
を
か
へ

て
、
こ
の
本
懐
を
達
せ
ん
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
「
こ
れ
だ
と
、「
七
生
滅
敵
」
で
あ
り
「
七
生
報
国
」
で
は
な

い
」
と
の
疑
問
に
発
す
る
、
上
横
手
雅
敬
『
日
本
史
の
快
楽
』（
講
談
社
、



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
　

京
都
に
お
け
る
日
本
近
代
文
学
の
生
成
と
展
開

一
五
八

一
九
九
六
年
六
月
二
十
四
日
）
の
調
査
に
拠
る
と
、「「
七
生
報
国
」
と
い

う
言
葉
の
も
と
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
、
広
瀬
武
夫
で
あ
」

り
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
平
泉
澄
「
中
世
文
化
の
基
調
」（
『
史

林
』
十
四
―
一
）
に
用
い
ら
れ
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
、
正
成
没
後

六
百
年
記
念
事
業
で
声
高
に
叫
ば
れ
、
流
行
語
と
な
っ
た
。「
修
身
の
教

科
書
に
「
正
成
は
弟
正
季
と
七
生
報
国
を
ち
か
っ
て
、
壮
烈
な
戦
死
を
し

ま
し
た
」
と
あ
り
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
十
七
年
ま
で
の
四

年
間
に
、
小
学
六
年
生
で
あ
っ
た
人
だ
け
が
、
こ
の
教
科
書
を
使
っ
て
い

る
」
由
。

靄
山
先
生
の
激
語
は
、
尾
崎
紅
葉
の
〝
七
度
人
間
に
生
れ
て
、
予
が
思

ふ
程
の
文
章
を
書
か
う
と
為
る
〟
思
想
を
彷
彿
さ
せ
る
。
発
表
時
期
を
勘

案
す
れ
ば
、
発
言
者
の
勇
気
に
感
心
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
先
生
に
こ
う
語

ら
せ
る
作
者
は
、
大
江
健
三
郎
の
語
を
借
り
れ
ば
、〝
強
権
に
確
執
を
か

も
す
志
〟
の
持
ち
主
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
凛
然
た
る
姿
勢
を
光
源
に
し
て
こ
そ
、
本
作
の
明
る
さ
と
笑
い
も

齎
さ
れ
る
。

「
お
さ
よ
さ
ん
」
に
つ
き
、
蛇
足
を
加
え
よ
う
。
墓
標
は
中
瀬
〔
「
大

木
」
姓
で
な
い
の
は
入
籍
し
な
か
っ
た
か
ら
か
〕
小
夜
子
で
あ
る
。
同
名

小
夜
子
が
漱
石
「
虞
美
人
草
」
に
も
登
場
し
た
。
漱
石
は
「
小
夜
子
」
を

「
傾
く
月0

の
か
げ
に
生
ま
れ
て
小
夜
0

0

と
い
ふ
」
と
記
す
〔
傍
点
引
用
者
〕。

本
作
の
「
お
さ
よ
さ
ん
」
も
、

お
さ
よ
さ
ん
が
法
明
院
の
青
葉
茂
る
樹
に
凭
れ
て
呆
や
り
有
明
の
月

で
も
見
て
ゐ
る
図
は
正
に
世
紀
末
が
美
し
い
人
に
化
け
て
出
た
趣
が

あ
つ
た
。（
二
25
下
）

の
よ
う
に
、
月
に
纏
わ
っ
て
描
か
れ
る
。

本
作
ラ
ス
ト
近
く
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
、「
塵
労
に
窶
れ
た

中
年
男
に
成
つ
て
ゐ
る
」「
私
」（
二
28
上
）
が
、

振
り
仰
ぐ
空
に
は
不
明
不
暗
朧
々
た
る
春
の
月
が
纔
に
竹
薮
の
尖
に

架
つ
て
ゐ
る
。
二
十
四
万
哩
の
彼
方
か
ら
見
れ
ば
〔
略
〕
生
と
死
と

の
間
に
す
ら
ま
た
毫
末
の
変
り
も
な
い
。〔
略
〕
大
い
な
る
宇
宙
の

秩
序
を
私
は
諒
解
し
た
や
う
に
思
つ
た
。
正
に
天
地
は
不
仁
に
し
て

万
物
を
以
て
芻
狗
と
為
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
芻
狗
た
る

の
生
を
力
強
く
生
き
抜
く
こ
と
は
価
値
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
現
に
靄
山
先
生
の
老
い
て
若
々
し
い
眼
の
色
は
此
の
こ
と
を

教
へ
て
已
ま
な
か
つ
た
。
然
し
同
時
に
私
は
何
事
も
諦
め
た
様
な
お

さ
よ
さ
ん
の
眼
の
色
を
想
ひ
出
し
た

―
遠
山
の
如
き
眉
の
下
に
静

か
に
澄
ん
で
ゐ
る
全
て
を
投
げ
や
つ
た
如
き
あ
の
眼
の
色
を
。

（
五
27
上
～
下
）

も
ま
た
し
か
り
。

戦
争
の
時
代
に
自
分
ら
し
さ
を
守
っ
て
生
き
抜
く
に
は
、
シ
ジ
フ
ォ
ス

の
力
が
要
る
。
徒
労
、
空
し
さ

―
「
お
さ
よ
さ
ん
」
の
言
葉
「
体
だ
け



加
藤
一
雄
「
無
名
の
南
画
家
」
を
読
む
　
　

堀
部
　

功
夫

一
五
九

は
丈
夫
に
し
て
そ
の
外
は
誰
に
も
認
め
ら
れ
ず
誰
を
も
相
手
に
せ
ず
雲
の

様
に
空
し
い
人
に
成
る
こ
と
」（
二
26
下
）
が
想
起
さ
れ
る
。

明
け
な
い
夜
は
無
い
と
し
て
も
、
何
時
明
け
る
の
か
。
無
明
長
夜
の
ご

と
く
思
わ
れ
る
。
式
子
内
親
王
の
歌
を
置
い
て
、
本
作
は
終
る
。

生
前
の
「
お
さ
よ
さ
ん
」
場
面
の
魅
力
は
、
原
論
文
が
委
曲
を
尽
く

す
。
小
稿
に
取
上
げ
な
か
っ
た
他
の
登
場
人
物
も
そ
れ
ぞ
れ
に
面
白
い

し
、
藝
術
一
家
言
が
非
常
に
豊
か
で
あ
り
、
知
識
・
引
用
も
凄
い
。
そ
れ

を
読
み
出
典
を
探
す
だ
け
で
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
本
作
の
全
き
解

明
な
ど
、
私
に
は
も
と
も
と
無
理
な
註
文
で
あ
っ
た
。
加
藤
一
雄
の
口
調

を
今
度
は
謙
遜
で
な
く
、
つ
ぶ
や
い
て
小
稿
を
閉
じ
よ
う
。

筆
者
は
私
な
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

（
ホ
リ
ベ
　

イ
サ
オ
　

嘱
託
研
究
員
）


